
【2024年度実績】
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氏名 芝原　花奈子 部署 健康開発学科 職名 助教

経歴 2019年東京医科歯科大学口腔保健学科非常勤講師、22年埼玉県立大学健康開発学科助教

所属学会（役職） 日本歯科衛生士学会、日本歯周病学会、日本歯科医療管理学会、口腔病学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

研究分野 歯科衛生学

学位 博士

学歴
2013年東京医科歯科大学口腔保健学科、15年同大学大学院医歯顎総合研究科修士課程、19年同大学大学院医歯顎総合研

究科博士課程

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

Are Individuals with a propensity for

procrastination more likely to have lower

oral function

共同

2024 Pan-Pacific Dentistry

Joint Symposium (TMDU-

Otago-Peking-Melbourne-

SNU), Tokyo

Ayane Horike, Kohei Yamaguchi, Jun

Aida, Kanako Toda, Rieko Moritoyo,

Kanako Yoshimi, Kazuharu Nakagawa,

Haruka Tohara

2024. 05

Review of cancer cell volatile organic

compounds: their metabolism and

evolution

共著 あり
Takashi Furuhashi, Kanako Toda,

Wolfram Weckwerth

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

先延ばし傾向がある人は嚥下機能が低いの

か.
共同

日本摂食嚥下リハビリテー

ション学会, 福岡

堀家彩音,山口浩平,戸田花奈子,吉見佳那子,

中川量晴,戸原玄
2024. 08

先延ばし傾向と嚥下関連筋力との関連ー地

域在住高齢者を対象とした横断調査ー
共同 行動経済学会、大阪 堀家彩音, 山口浩平, 戸田花奈子, 戸原玄 2024. 12

Risk preference is associated with oral

function in older adults.
共同

10th Asian Conference for

Frailty and Sarcopenia

2024. Bangkok

Ayane Horike, Kohei Yamaguchi, Kanako

Toda, Kanako Yoshimi, Kazuharu

Nakagawa, Haruka Tohara.

2024. 10

該当なし

（４）その他

先延ばし傾向がある人は口腔・身体機能が

低いのか
共同 医療経済学会, 東京 堀家彩音，山口浩平，戸田花奈子，戸原玄 2024. 09

2024. 12

歯周予防処置論III 1 歯周病基本処置の応用について講義した

2025. 01
Front. Mol. Biosci,

11, 1-11
〇

（２）論文

共同
学生のレディネスの違いによる歯科衛生士

の倫理綱領の理解度に関する調査
日本歯科衛生教育学会, 大阪 秋山恭子, 戸田花奈子, 新井恵

齲蝕予防処置論 1 フッ化物応用を中心とした齲蝕予防処置に必要な技術を指導した

名称 単・共

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補

助金（基盤研究C）

 選好（preferences）に着目した新

たな口腔保健行動の行動変容モデル
研究代表者 2024.4~2026.3

（１）講義

３．教育業績

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
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歯周予防処置論I 15 歯周予防処置に必要な基本的な動作を指導した

歯周予防処置論II 8 歯周予防処置に必要な基本的・応用を指導した

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

歯周予防処置論III 8 歯周予防処置に必要な応用を指導した

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ヒューマンケア体験実習 〇 15 学生が自主的に参加できるよう主担当をサポートした。

チーム歯科医療I 12 歯科診療補助の基本となる操作等の指導を行った

チーム歯科医療学II 8 口腔内写真を基本とする各種歯科診療補助の応用を指導した

齲蝕予防処置論 7 フッ化物応用を中心とした齲蝕予防処置に必要な技術を指導した

卒業論文 2024.4~2025.1 主指導 6名 副指導 名

臨地・臨床実習I, II 2024.10~2025.3 臨地・臨床実習に必要な歯科的知識及び態度の指導を行った

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

歯科保健指導教育実践論I 2024.6~2024.9 さまざまなライフステージの対象者への保健指導方法を指導した

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

国家試験対策 2024.7~2025.3 最終学年の国家試験対策、模擬試験等を実施した。

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

学生の相談指導 2024.4~2025.3 アドバイザーとして担当学生の指導を行った。

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

シルバーカレッジ公演 越谷市 60歳以上の口腔健康管理について 2024.9

Dキャリアプラス デンタルサポート 訪問歯科診療の実際について 2024.12

メディア等の名称 内容 年月

日本歯科衛生学会 編集委員 2019.4~

日本歯科衛生士会 認定委員会 2023.4~

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学生支援 アドバイザーミーティングの実施 2024.4~2025.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

大学広報活動 高校訪問への対応（1回） 2024.4~2025.3

大学広報活動 オープンキャンパス（3回） 2024.4~2025.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（５）その他

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

（３）ジャーナリズムでの発言

８．特記事項

埼玉未来大学　公開講座 埼玉未来大学 お口の健康から身体の健康へ 2024.12

東京都歯科衛生士会　西北ブロック 広報担当 2023.4~

大学広報活動 2024広報紙編集チーム 2024.4~2025.3

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし


